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１０月行事予定 

日 曜日 行事予定 

1 日 都民の日 

2 月 委員会活動 

3 火  

4 水 4時間授業 

5 木 安全指導 歯科検診（3・4・6年） 

6 金 読書旬間終 

7 土  

8 日   

9 月 スポーツの日 

10 火 生活科見学（1・2年） 

11 水 4時間授業 

12 木 5時間授業（4年）橋戸田圃稲刈り（5年） 

13 金   

14 土 
学校公開 星空の宅急便(4・6年) 

一泉会との花植え体験（2年） 

15 日   

16 月 クラブ活動 

17 火 歯科検診（1・2・5年) 

18 水 避難訓練  

19 木 生活科見学予備日（1・2年） 

20 金  

21 土  

22 日  

23 月 ５時間授業（3・4年） 

24 火   

25 水  

26 木 ５時間授業 

27 金   

28 土 スポーツフェスティバル 

29 日 スポーツフェスティバル予備日 

30 月 振替休業日 

31 火  

「チャレンジする気持ちを高める方法」 
               校 長 黄地 健男  
 
 1学期、6年生で行った全国学力・学習状況調査の分

析結果が示されました。その中で、特に気になったのは、

「無回答率」が多かったことです。 

 例えば、国語で『ボランティアを行っている2名の方

のインタビュー記事を読み、その方がどのような気持ち

でボランティアを続けているのか 40 字以上 60 字以内

にまとめて書きましょう。』という問題が出されました。

この問題に対して、43.2%の児童が無回答でした。 

普段、授業で行っている単元テストでは、目にする機

会の少ない問題だったので、戸惑う児童もいたことと思

います。学校で児童に身に付けさせたい力は、一問一答

形式の知識だけではありません。未来を生きる子供たち

は、人生において正解のない問題と対峙することがあり

ます。その時、自分はどう考えるのか、そしてどう行動

するのか、このような学習を小学校のうちから経験させ

ていくことも大切です。 

学校では、理科の実験結果からどのようなことが分か

ったか、社会科で調べたことから未来の社会をどのよう

にしていきたいか等、各教科の様々な学習場面で、自分

の考えを表現する機会を通して、改善を図っていきたい

と考えています。 

保護者の皆様にもお願いしたいことがあります。それ

は、お子様の自己効力感を高める手立てを学校と一緒に

行って欲しいということです。自己効力感とは、「チャ

レンジすれば、自分ならうまくやれる！」という自信で

す。心理学の研究から自己効力感を高めるには、「成功

体験を積み重ねる」「他者の様子を見て、自分でもでき

るかもと思う」「自分のことを褒めたり、他者から褒め

てもらったりする」「心身ともに元気」という手立てが

有効であると言われています。 

家庭・地域と学校が連携して、子供たちの自己効力感

を高めることで、少し難しいと感じる学習にも挑戦して

いって欲しいと思います。そして、学力を定着させるこ

とで、子供たちの人生の可能性を広げていきましょう。 

◇ ユニセフ募金の集金結果について ◇ 
 
９月 13 日～15 日に実施いたしましたユニセフ

募金では、３１，４１９円のお金が集まりました。
たくさんのご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいました。   


